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山田珠子は、息子・忠男と二人暮らし。毎朝決まった時間に起床して、朝食をとり、決まった時間に家を出る。
庭にある梅の木の枝は伸び放題で、隣の里村家からは苦情が届いていた。ある日、グループホームの案内を受
けた珠子は、悩んだ末に忠男の入居を決める。しかし、初めて離れて暮らすことになった忠男は環境の変化に
戸惑い、ホームを抜け出してしまう。そんな中、珠子は邪魔になる梅の木を切ることを決意するが・・・。
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都会の古民家で寄り添って暮らす母と息子。ささやかな毎日
を送っていたが、息子が50回目の誕生日を迎えた時に母は
ふと気づく。「このまま共倒れになっちゃうのかね？」
母親と自閉症を抱える息子が、社会の中で生きていく様を温
かく誠実に描く本作。地域コミュニティとの不和や偏見と
いった問題を取り入れながらも、親子の絆と深い愛を描き、
あたたかな感動をもたらす。

一緒に笑って、たまに怒って涙して。
このありふれた毎日が宝物。

父親代わりの梅の木が運んでくれた“小さな奇跡”とは・・・

太田 信介 氏

氏名、電話番号、メールアドレスを記載の上、ホームページ申込
フォーム、メール、FAX、はがきで２月13日(火)までに申込み

jinkenkeihatsu.CAB@city.fukuoka.lg.jp

車椅子利用など特別な配慮が必要な方はご記入ください。

E-mail

その他

氏 名

ふりがな

電話番号

HPはこちら▲

あらすじ

開場
開会・主催者挨拶
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講師プロフィール
1974年生まれ 福岡県太宰府市出身。
熊本学園大学卒業後、新卒で株式会社ユーコー（パチンコ店を中
心に全国に事業展開）に入社。15年間で16回の全国転勤をし、9
年間パチンコ店の店長を務める
2012年に脱サラ起業をし、弟である重度の自閉症の画家、太田宏
介氏の作品の絵画販売・絵画レンタルを中心とする事業を創業。
2022年に法人化し、ギャラリー宏介株式会社の代表取締役となる。
2013年から福岡きょうだい会で、障がいのあるきょうだいの活動
を始め、2021年には全国きょうだいの会事務局長に就任。
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